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文政 四 年の 江戸に は 雨が 少なかった。 記録に よると、 

正月から 七月までの 半年 間にわず かに 一 度し か 降雨 を 

みなかった という 事で ある。 七月の たなばたの 夜に 久 

しぶりで 雨が あった。 つづいて 翌 八日の 夜に も 大雨が 

あった。 それ を 口切りに、 だんだん 雨が 多くな つた。 

こういう 年 は、 いわゆる 片 降リ片 照りで、 秋口に なつ 

て 雨が 多いで あろうと いう、 老人た ちの 予 言が ま ず 

当った 方で、 八月から 九月に かけて、 とかくに 曇った 

日が つづいた。 その 九月の 末で ある。 京 橋 八丁 堀の 玉 



隠居 も 言った。 「しかし こういう 時には、 少し 降った 

方が 気が おちついて 好う ござります ご 

ここで 夕飯の 馳走に なって、 二人 は 好きな 勝負に 時 

の 移る の を 忘れて いた。 秋 山の 屋敷で は その 出先 を 

知ってい るので、 どうで 今夜 は 遅かろう と 予期して い 

たが、 やがて 四つ (午後 十 時) に 近くな つて、 雨 はい 

ちゅうげん 

よいよ 降りしきって 来たので、 中間の 仙 助に 雨具 を 

持たせて 主人 を 迎えに やった。 

「明日のお 勤め も ござります。 もう そろそろ お帰りに 

なりまして はいかが ご 

迎えの 口上 を 聞いて、 秋 山 も 夜の ふけた のに 気がつ 



し 付けた。 

その 途端に、 秋 山のう しろから 又もや 怪しい 声が き 

こえた。 

「旦那の 御 吟味 は 違って おります。」 

「なにが 違って いる ご と、 秋 山 はすぐ 訊き かえした。 

「貴様 はだれ だ ご 

「伊兵衛で) J ざり ます。」 

「なに、 伊兵衛 …… 。 貴様 は 一体 どこに いるの だ。 お 

れの 前へ 出て 来い ご 

それに は 何の 答え もなかった。 ただ 聞え る もの は 雨 

の 音と、 寺の 塀から 往来へ 掩ぃ かかって いる 大きい 桐 



者で、 十八の 年に 助 蔵のと ころへ 嫁に 来て、 その あく 

る 年に 伊兵衛 を 生んで、 今年ち ようど 四十になる そう 

です。 ところで、 御 承知 かも 知れません が、 伊兵衛 は 

総領で、 その 下に 伊八と いう 弟が あります。 伊八 は 兄 

貴と 二つ 違いで、 ことし r 一十 歳になります ご 

「むむ ご 

秋 山 はうな ずいた。 兄弟で あれば、 声 も 似て いる。 

弟の 伊八が 作り声 をして、 兄の 幽霊に 化けて いると い 

うこと はもう 判り 過ぎる ほどに 判って しまった。 気の 

おど 

短い 秋 山 はすぐ に 伊八 を 引 挙げて、 手 ひどく 嚇 しっけ 

て やりたい ように も 思った が、 彼 はもう 四十 を 越して 



染みで、 ほかに 係 合い はない と 澄まして いました が、 

それ は噓 で、 どっちに も 係 合いの あった こと は、 亀屋 

の 家 も、 みんな 知っていました。 一体 だら しのない 女 

で、 ほかに もま だ 係 合いの 客が あると かいう 噂です。 

年 は 二十 二 だとい いますから、 甚吉ゃ 伊兵衛と 同い年 

きりょ. つ 

で、 容貌 はまん ざら でもない 女でした ご 

「それだけで 伊八と おきよ を 引 挙げて は、 まだ 早い か 

なご と、 秋 山 はかん がえ ながら 言った。 

「そうです ね ご と、 奥 野 も 首をかしげた。 「もう 大抵 

は 判って いるよう な ものです が、 何分に も 確かな 証拠 

が 挙がって いません から、 下手な こと をして しまう と 



いか。 こんな ことで 八丁 堀に 住んで いられる かと、 秋 

山 は 努めて かの 一 件 を 忘れる ようにして、 他の 調べ物 

に取掛 つたが、 やはり どうも 気が 落ちつかなかった。 

そうして、 今にも 藤 次郎が 表の 門 をた たいて、 何事 

を か 報告して 来る ように 思われて ならない ので、 今夜 

も 家内の 者 を 先へ 寝かして、 秋 山 は 夜の ふける まで 机 

の 前に 坐り込ん でいた。 寝床に はいった ところで、 ど 

うで 安々 と 眠られ まいと 思った からで ある。 

ほん ^ .1 くちょう 

そのうちに 本 石 町 の 九つ (午後 十一 一時) の 鐘の音が 

沈んで きこえた。 五位 鷺 がまた 鳴いて 通った。 

秋の 夜が 長いと いっても、 もう 夜半で ある。 少し は 



「どうした。 やっぱり 柳 島の 一 件 かご と、 秋 山 もす こ 

しく 胸 を 跳ら せながら 訊いた。 

「そうで ございま すご と、 藤 次郎が 入れ 代って 答えた。 

「奥 野の 旦那が お 引 揚げに なつてから、 わたくし は 亀 

屋の そばの 柳屋 という 家に 張 込んで いました、 伊八の 

奴 は そこへ たびたび 飲みに 行く こと を 聞いた からです。 

おととい もき のう も 来なかった から、 今夜 あたり は 来 

るだろう というので、 わたくし も 客の つもりで 小 座敷 

に 飲んで いました。 亀屋は 二階屋で すが、 柳屋は 平屋 

ですから、 表の 見える ところに 陣取って いると、 もう 

五つ (午後 八 時) 頃でした ろうか、 頰か むり をした 一 



「それじゃ あ 仕方が ねえ。 その 暗い なかで 二人の 人間 

の 姿が みえた として、 それから どうした ご と、 秋 山 は 

催促す るよう に 又 訊いた。 

「わたくし は 占めたと 思って、 その あと を 付けて 行き 

ました ご と、 藤 次郎は 答えた。 「伊八と お 園 は 長徳院 

し +P 

の 前から 脇 坂の下 屋敷の 前 を 通って 柳 島 橋の 方へ 行く。 

川岸 づ たいの 一 本道です から 見 はぐる 気づかい はあり 

ません。 あいつら 一体 どこへ 行く のか、 妙 見さ まへ 



すべ 

その 権 幕が 激しい ので、 奥 野 も 取りな す 術 もな しに 

黙って いると、 藤次郎 はいよ いよ 恐縮しながら 言った。 

「まあ、 旦那。 お聴きく ださい。 今 もい う 通り、 よく 

よく 考えて みると、 暗い なかで 見えた のが 不思議で、 

見えない 方が 本当な のです から、 わたくし も 今 さら 変 

な 心 持に なりました。 ひょっとすると、 畜生めら にや 

られ たの じゃあな いかと、 眉毛 を 濡らしながら そこら 

を 見 まわしても、 あたり は 唯 まっくらで、 なんにも 見 

えません ご 

「あたりめ えよ ご と、 秋 山 は 又 叱った。 

「 仕方が なしに す > J す) J 引 揚げ て、 もとの 長徳院 の あ 
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